
　物心ついた時から生き物が好きで、家
の近所にあった春日山原始林で多種多様
な植物や昆虫を観察していました。帰宅
後も生物図鑑を読みふける日々の中で、
自然と将来は生物学の研究者になるもの
だと思っていました。
　大学で植物に寄生する植物を研究した
ことがきっかけで、動植物間の寄生・共生
関係に強い興味を抱きました。特に、進化
の過程で光合成をやめた菌従属栄養植物
の「ギンリョウソウ」は不思議な存在でし
た。菌従属栄養植物は菌類を「だまし」、窒
素や糖などの栄養分を奪う一方で、菌類
には何も与えません。通常の植
物は、相手側から受け取る
利益が減ると与える利益
を減らします。なぜ菌類
は搾取を黙認しているの
か不思議ですよね。この

「だましとせめぎ合いのメ
カニズム」を解明するべく、
形態学や生態学、
遺伝子解析な
どの多角的
な見地から
研 究 し て
います。

　光合成をやめた植物の不思議に目を向
けるきっかけとなった「ギンリョウソウ」
の新種を発見したことも最近の思い入れ
のある成果です。ですが特に印象深い成
果は、2018年に新種として名づけた菌
従属栄養植物「コウベタヌキノショクダ
イ」の再発見です。「妖精のランプ」とも呼
ばれるこの植物は、世界中を見ても、92
年に神戸市で採集された花の一部が欠け
た標本の一個体が博物館に収蔵されてい
るだけでした。
　その採集地は開発のため消失したとさ
れており、コウベタヌキノショクダイも
絶滅してしまったと考えられていまし
た。だからこそ、21年に偶然自生してい
るこの美しい植物に遭遇した驚きと感
動は今でも忘れられません。国内外のメ
ディアや一般の人々からも大変な反響が
あり、謎に包まれたタヌキノショクダイ
の仲間を始めとする光合成をやめた植物
の実態を解明する意欲が高まりました。

　とはいっても、光合成をやめた植
物は、生きた植物と共生してい
る菌類に寄生しているケース
が多く、その栽培は困難を極め

ます。もちろんラボで研究できることは
大きな利点なので、栽培系の構築にも力
を入れていますが、野外でしかわからな
いこともたくさんあります。だからこそ、
フィールドワークは非常に重要です。今
は大学生時代ほど頻繁に野外に行くの
は難しいのですが、全国各地にいる協力
者のおかげで、効率的に研究できていま
す。その恩返しの一環として、絶滅危惧植
物や自然環境の保全にも取り組んでいま
す。

　近頃は高校生でも専門的な調査や実験
ができる機会が増えてきていますが、研
究は大学入学後でもできるので、まずは
物事を「見る目」を養ってほしいなと思い
ます。特に自然相手の研究では、対象をと
ことん観察し続けることが大切で、それ
が大発見につながる例も少なくありま
せん。自分が興味を持ったものを地道に
じっくり突き詰めていけば、必ず面白い
ことや、新たな疑問が見つかります。独自
の視点と熱意を持って、日々の活動に取
り組んでいってください。

（TEXT：横井まなみ）

戦略的創造研究推進事業さきがけ
「情報分子が拓く植物による菌根菌への寄生能力獲得と制御」
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20年に及ぶ調査を経て発見した新種
のギンリョウソウ。最初の発見場所で
ある霧島を冠し「キリシマギンリョウ
ソウ」と命名しました。

「 コ ウ ベ タ ヌ
キ ノ シ ョ ク ダ
イ」。絶滅宣言
から30年以上
を経て、兵庫県
の 森 林 で 発 見
しました。
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